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カレンダー
（2016年 3月～ 9月）

開 催 日 行　　　　　　　　　　　　　　事 開 催 地 申込締切日 会誌掲載号

3/25 ～ 3/27 ロボカップジャパンオープン 2016 愛知 愛 知 34 巻 2 号・14

5/18 ～ 5/20 OPTICS & PHOTONICS International Exhibition 2016（OPIE ’16） 神 奈 川 33 巻 8 号・18

6/8 ～ 6/11 ロボティクス・メカトロニクス講演会 2016 神 奈 川 34 巻 2 号・14

6/26 ～ 6/29 アジア太平洋センサ・マイクロ・ナノテクノロジー会議（APCOT2016） 石 川 33巻 10 号・17

7/7・7/8 安全工学シンポジウム 2016 東 京 33巻 10 号・17

7/24 ～ 7/29
第 31 回国際心理学会議（XXXI International Congress of Psychology：
ICP2016）

神 奈 川 31 巻 6 号・18

8/7 ～ 8/10 2016 IEEE メカトロニクス及びオートメーション国際会議（IEEE ICMA2015） 中 国 33 巻 9 号・34

8/19 ～ 8/22
The 13th International Conference on Ubiquitous Robots and Ambient 
Intelligence（URAI 2016）

China 34 巻 2 号・14

8/23 ～ 8/26 Dynamics and Design Conference 2016 山 口 34 巻 2 号・14

8/25 ～ 8/28
Joint 8th International Conference on Soft Computing and Intelligent Systems 
and 15th International Symposium on Advanced Intelligent Systems（SCIS & 
ISIS 2016）

北 海 道 34 巻 2 号・14

8/30 ～ 9/1 平成 28 年電気学会産業応用部門大会 群 馬 33 巻 9 号・34

（詳細は表中の右欄に記載の会誌名号の会告・お知らせをご参照下さい．）
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共催・協賛行事のお知らせ

本会共催行事
会　合　名

主　催 開催日・会場・その他 申込・問合せ先

ロボカップジャパンオープン 2016 愛知

ロボカップ日本委員会

2016 年 3 月 25 日（金）～ 3月 27 日（日）
愛知工業大学八草キャンパス

ロボカップ日本委員会事務局
〒194-8610　東京都町田市玉川学園 6-1-1
玉川大学 8号館
TEL. 042-739-8326

本会協賛行事
会　合　名

主　催 開催日・会場・その他 申込・問合せ先

ロボティクス・メカトロニクス講演会 2016

一般社団法人日本機械学会
（ロボティクス・メカトロニクス部門）

2016 年 6 月 8 日（水）～ 6月 11 日（土）
パシフィコ横浜，ほか

一般社団法人日本機械学会　総合企画グループ
TEL. 03-5360-3505　FAX. 03-5360-3509
E-mail：kumagai@jsme.or.jp

The 13th International Conference on Ubiq-
uitous Robots and Ambient Intelligence
（URAI 2016）

Korea Robotics Society

2016 年 8 月 19 日（金）～ 8月 22 日（月）
Sofi tel Xian on Renmin Square, Xian, China

SECRETARIAT. ＃506, The Korea Science 
and Technology Center, Seoul, Korea
TEL. ＋82-2-783-0306
FAX. ＋82-2-783-0307
E-mail：kros@kros.org

Dynamics and Design Conference 2016

一般社団法人日本機械学会
（機械力学・計測制御部門）

2016 年 8 月 23 日（火）～ 8月 26 日（金）
山口大学常盤キャンパス（宇部市）

D&D2016 実行委員会
実行委員長　渡辺　亨（日本大学）
幹事　髙﨑正也（埼玉大学）
E-mail：dd2016@jsme.or.jp

Joint 8th International Conference on Soft 
Computing and Intelligent Systems and 
15th International Symposium on Advanced 
Intelligent Systems（SCIS & ISIS 2016）

日本知能情報ファジイ学会

2016 年 8 月 25 日（木）～ 8月 28 日（日）
北海学園大学（札幌市）

日本知能情報ファジィ学会事務局
担当：國安
TEL. 0948-24-3355　FAX. 0948-24-3356
E-mail：soft@fl si.cird.or.jp

（2015 年 12 月入会の会員）

正　会　員
15913　平内　雄基 15914　稲葉　忠彦 15915　Sebastian Lacher
15916　稲田　泰三 15917　郭　　　堅 15918　中村　英樹
15919　項　　警宇 15921　渡邉　嵩智 15922　高橋　耕平

学　生　会　員
15920　岩切　浩亮 15923　高田　　敦

新入会員
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理事会報告
第 51回理事会

日　　時：2015 年 12 月 18 日（金）　14：00 ～ 16：30
場　　所：日本ロボット学会事務局会議室
出席理事： 高西淳夫（会長），吉見卓（遠隔），細田祐司，沢崎直之，井上康之，

奥田晴久（遠隔），石田勇一，久保田哲也，橋本浩一，倉林大輔，
平田泰久，和田一義，石川潤（遠隔），妻木勇一（遠隔），山本
健次郎（記）

出席理事数：15 名（理事総数 20 名，過半数 11 名以上）
出席監事：平井成興，小平紀生
事 務 局：水谷俊徳
〈議　事〉
1．議事録確認
（１） 以下の議事録が確認された．
 日本ロボット学会第 50 回理事会議事録

2．審議・報告事項
2．1　会長・副会長・庶務関係事項
（１） 日本ロボット学会 2016 年度フェロー候補者について承認された．
（２） 梅谷先生の叙勲に対する祝辞掲載について承認された．
（３） IRH2015 の実施報告があった．
（４） 学会外連携政策体制につき検討が行われた．
（５） 平成 28 年度事業計画（案）につき報告があり，承認された．
2．2　学術講演会関係事項
（１） 第34回日本ロボット学会学術講演会検討状況について報告された．
2．3　企画関係事項
（１） FA財団「論文賞」決定について報告された．
2．4　学会誌関係事項
（１） 論文投稿数および採録比率に関する議論が行われた．
2．5　財務関係事項
（１） 1 月から 10 月までの累計財務報告があった．
（２） 2016 年度予算案につき報告があり，承認された．
3．定例報告事項
（１） 2015 年度入退会申込（2015 年 12 月 18 日現在）状況
 正会員 2,956 名（入会 6名，復会 2名，種別変更（増）6名，退会

23 名），学生会員 1,062 名（入会 0名，復会 0名，種別変更（減）
11 名，退会 36 名），終身会員 88 名（種別変更 5名），名誉会員 10
名であり，会員総数は 4,116 名，賛助会員 70 団体 96 口となった
ことの報告があり，入会および退会の申請が全件承認された．

（２） 国内共催案件の承認が行われた．

第 52回理事会

日　　時：2016 年 1 月 15 日（金）　14：00 ～ 16：30
場　　所：日本ロボット学会事務局会議室
出席理事： 高西淳夫（会長），澤俊裕，山本健次郎，奥田晴久，石田勇一，

久保田哲也，王碩玉（遠隔），倉林大輔，平田泰久（遠隔），小
林英津子，石川潤，平井慎一（遠隔），岡田昌史（遠隔），細田
祐司（記）

出席理事数：14 名（理事総数 20 名，過半数 11 名以上）
出席監事：平井成興
〈議　事〉
1．議事録確認
（１） 以下の議事録が確認された．
 日本ロボット学会第 51 回理事会議事録
2．審議・報告事項
2．1　会長・副会長・庶務関係事項
（１） 2015 年度横幹連合会員学会会長懇談会に基づくアンケート調査へ

の協力依頼について報告があった．
（２） 平成 27 年（2015 年）度事業報告（案）につき確認を行った．
2．2　学術講演会関係事項
（１） 第33回日本ロボット学会学術講演会開催結果について報告があった．
2．3　財務関係事項
（１） 1 月から 12 月までの累計財務報告があった．
3．定例報告事項
（１） 2015 年度入退会申込（2015 年 12 月 31 日現在）状況
 正会員 2,956 名（入会 6名，復会 2名，種別変更（増）6名，退会

23 名），学生会員 1,062 名（入会 0名，復会 0名，種別変更（減）
11 名，退会 36 名），終身会員 88 名（種別変更 5名），名誉会員 10
名であり，会員総数は 4,116 名，賛助会員 70 団体 96 口となった
ことの報告があり，入会および退会の申請が承認された．

（２） 2016 年度入退会申込（2016 年 1 月 15 日現在）状況
 正会員 2,891 名（入会 9名，復会 14 名，種別変更 0名，会員資格

喪失 77，退会 11 名），学生会員 910 名（入会 4名，復会 1名，種
別変更（減）1名，会員資格喪失 136，退会 20 名），終身会員 89
名（種別変更 0名），名誉会員 10 名であり，会員総数は 3,900 名，
賛助会員 70 団体 96 口となったことの報告があり，入会および退
会の申請が承認された．

（３） 国内外協賛案件の報告が行われた．
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有料広告
豊田工業大学工学部

教員公募
本学は，計算機科学の基礎研究に重点を置く姉妹校「豊田工業大学シカ

ゴ校（TTI-C）」（2003 年設立）との密接な協力を進め，計算機科学の革
新的な理論および応用に関する研究領域を開拓するとともに優れた教育活
動を推進し，もって本学の国際的な研究・教育体制を発展させることので
きる人物を求めています．
募集人員：Tenured またはTenure Track の教授あるいは准教授 1名
所　　属：工学部先端工学基礎学科
専門分野：知的情報処理．例えば，人工知能，通信・ネットワークシステ

ム，コンピュータビジョン，サイバーフィジカルシステム，ヒ
ューマンマシンインタフェース等．

応募資格：知的情報処理の分野で特に優れた研究業績と高い研究能力を有
し，当該研究分野の先導的研究を推進し，研究成果が大いに期
待できる者．さらに理工系の博士の学位を有し，知的情報処理
研究室教員として学部および大学院における研究指導ができる
者．教育面においては，数学，プログラミング等の基礎科目お
よび機械学習，情報理論，信号処理等に関する学部，大学院に
おける専門科目の授業が担当できる者．

着任時期：2016 年 10 月，もしくはできるだけ早い時期
提出書類：（１）履歴書，（２）研究業績リスト，（３）主要論文 5編程度

の別刷（コピー可），（４）これまでの研究の要約，および着任
後の研究計画・教育についての抱負（おのおの 2,000 字程度），
（５）推薦者 2名の氏名，所属，連絡先，（６）本学指定の応募
シート（下記ウェブサイトの該当分野募集要項よりダウンロー
ドして下さい）

応募締切：2016 年 4 月 15 日（金）必着
問 合 先：知的情報処理分野教員選考委員会委員長　教授　成清辰生

TEL：052-809-1816　E-mail：n-tatsuo@toyota-ti.ac.jp
書類送付先：豊田工業大学総務部　平戸　隆

〒468-8511 名古屋市天白区久方 2-12-1
TEL：052-809-1712
郵送は「簡易書留」とし，封筒に「知的情報処理分野教員公募
書類在中」と朱書して下さい．なお，応募書類は原則として返
却致しません．

そ の 他：本学指定の応募シート（提出書類の（６））の入手および「豊
田工業大学におけるTenure Track 制（優遇措置あり）」につ
いては，下記のウェブサイトを参照して下さい．
http://www.toyota-ti.ac.jp/bosyu/index.html

中央大学理工学部精密機械工学科
教員公募

募集人員：准教授または助教（専任講師相当）1名（任期なし）
専門分野：精密機械工学に立脚した新たな機械システムを創出する分野．

とりわけ，機械ダイナミクスを根幹とした基礎研究または他分
野と融合した応用研究の分野

担当科目：力学，機械力学，卒業研究ほか
着任時期：2017 年 4 月 1 日
応募締切：2016 年 5 月 18 日（水）必着
提出書類：詳細は JREC-IN/ 中央大学，または中央大学HPを参照

（１）応募票（上記にある規定フォーマットを使用する），（２）
履歴書，（３）論文目録，（４）特許等とその内容，（５）主要
原著論文の別刷，（６）現在までの主要な研究・業務内容と成果，
（７）現在までの競争的資金取得状況，（８）受賞歴（社内表彰
を含む）とその内容，（９）所属学会および社会における活動
状況，（10）今後の研究計画および教育に関する抱負

応募書類の送付先：JREC-IN Portal の「Web 応募」利用．第 5項の（２）
～（10）までの 9種類の書類を pdf に変換したファイルに（１）
の規定のフォーマットのままの書類を加えた全ファイルを
JRECIN の添付ファイルとして応募して下さい．
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第 23 回学術講演会講演概要集（予稿集CD-ROM付）
 本学会個人会員　5,000 円
 本学会個人会員以外　10,000 円
第 24 回学術講演会講演概要集（予稿集CD-ROM付）
 本学会個人会員　5,000 円
 本学会個人会員以外　10,000 円
第 25 回学術講演会講演概要集（予稿集CD-ROM付）
 本学会個人会員　6,000 円
 本学会個人会員以外　12,000 円
第 26 回学術講演会講演概要集（予稿集DVD-ROM付）
 本学会個人会員　6,000 円
 本学会個人会員以外　12,000 円
第 27 回学術講演会講演概要集（予稿集DVD-ROM付）
 本学会個人会員　6,000 円
 本学会個人会員以外　12,000 円
第 28 回学術講演会講演概要集（予稿集DVD-ROM付）
 本学会個人会員　6,000 円
 本学会個人会員以外　12,000 円
第 29 回学術講演会講演概要集（予稿集DVD-ROM付）
 本学会個人会員　6,000 円
 本学会個人会員以外　12,000 円
第 30 回学術講演会講演概要集（予稿集DVD-ROM付）
 本学会個人会員　10,000 円
 本学会個人会員以外　12,000 円
第 31 回学術講演会講演概要集（予稿集DVD-ROM付）
 本学会個人会員　10,000 円
 本学会個人会員以外　12,000 円
第 32 回学術講演会講演概要集（予稿集DVD-ROM付）
 本学会個人会員　10,000 円
 本学会個人会員以外　12,000 円

第 14回　ロボティクスシンポジア予稿集 10,000円
第 18回　ロボティクスシンポジア予稿集 10,000円

日本ロボット学会誌
第 29 巻 第 1 号　〔特集〕　ソーシャルロボットと人間理解
 第 2 号　〔 〃 〕　研究者が『ロボット』を伝えるために
 第 3 号　〔 〃 〕　人と接するロボットの研究を考える
 第 4 号　〔 〃 〕　ロボット技術の国際標準
 第 5 号　〔 〃 〕　確率理論のロボティクス応用
 第 6 号　〔 〃 〕　機構の知と技
 第 7号　〔 〃 〕　第28回日本ロボット学会学術講演会論文特集号Ⅰ
 第 8号　〔 〃 〕　第28回日本ロボット学会学術講演会論文特集号Ⅱ
 第 9 号　〔 〃 〕　ロボットと安全コンポーネント
 第 10 号 〔 〃 〕　人ロボット共生学
第 30 巻 第 1 号　〔 〃 〕　共創知能システムプロジェクト
 第 2 号　〔 〃 〕　パラレルメカニズムと実用化
 第 3 号　〔 〃 〕　つくばチャレンジ論文特集号
 第 4 号　〔 〃 〕　2足歩行ロボット技術
 第 5 号　〔 〃 〕　ヒトの触感覚特性を活かす
 第 6 号　〔 〃 〕　広がるテレロボティクス
 第 7号　〔 〃 〕　第29回日本ロボット学会学術講演会論文特集号Ⅰ
 第 8号　〔 〃 〕　第29回日本ロボット学会学術講演会論文特集号Ⅱ
 第 9 号　〔 〃 〕　ロボティクス研究のためのソフトウェアツールⅠ
 第 10 号 〔 〃 〕　創立 30 周年記念特集号―ロボット学会新世代：世界に向かって―
第 31 巻 第 1 号　〔 〃 〕　次世代ロボットのための知能化技術
 第 2 号　〔 〃 〕　ロボット教育論文特集号
 第 3 号　〔 〃 〕　ロボティクス研究のためのソフトウェアツールⅡ
 第 4 号　〔 〃 〕　マニピュレーション研究の最前線
 第 5 号　〔 〃 〕　材料の知
 第 6号　〔 〃 〕　人間環境と親和性の高いロボットのためのアクチュエータ特集号
 第 7 号　〔 〃 〕　第30回日本ロボット学会学術講演会論文特集号Ⅰ
 第 8 号　〔 〃 〕　第30回日本ロボット学会学術講演会論文特集号Ⅱ
 第 9号　〔 〃 〕　ロボットのエージェンシーとインタラクション
 第 10 号 〔 〃 〕　日本ロボット学会-日本 SF作家クラブ　共同企画―ロボット工学とSF―
第 32 巻 第 1 号　〔 〃 〕　震災対応 レスキューロボットの活動を振り返ってⅠ
 第 2号　〔 〃 〕　震災対応 レスキューロボットの活動を振り返ってⅡ
 第 3 号　〔 〃 〕　知能化する家電
 第 4 号　〔 〃 〕　原点としての機巧
 第 5 号　〔 〃 〕　探査ローバ開発の今と新しい試み
 第 6 号　〔 〃 〕　ロボット工学における最適化手法
 第 7 号　〔 〃 〕　第 31回日本ロボット学会学術講演会論文特集号
 第 8 号　〔 〃 〕　懐に入り込むロボット技術
 第 9 号　〔 〃 〕　高速ビジョンの応用展開
 第 10号 〔 〃 〕　ヒューマンモデリングアンドエンハンスメント
第 33 巻 第 1 号　〔 〃 〕　水圏における生物模倣型移動ロボット
 第 2号　〔 〃 〕　データサイエンス研究のロボティクス応用にむけて
 第 3 号　〔 〃 〕　ロボット教育論文特集号Ⅱ
 第 4 号　〔 〃 〕　今更聞けないロボットの基礎と未解決問題
 第 5 号　〔 〃 〕　製造業向けロボット
 第 6 号　〔 〃 〕　大型機械のためのヒューマンインタフェースデザイン
 第 7 号　〔 〃 〕　第 32 回日本ロボット学会学術講演会論文特集号
 第 8 号　〔 〃 〕　ロボット関連の実験特区の取り組み
 第 9 号　〔 〃 〕　次世代アクチュエータが描く未来像
 第 10 号 〔 〃 〕　ロボットのための地図表現
第 34 巻 第 1 号　〔 〃 〕　飛行ロボット研究の最前線Ⅰ

刊行物のご案内

※以上のものはいずれも消費税込，送料は別にかかります．

刊行物のご注文は書面（FAX）または Email にて事務局あてにお申し込み
ください．Email: order@rsj.or.jp
会員の方で学会誌を巻毎にまとめてお申し込みの場合は会費と同額で，その
他の場合は実費として第1巻～第 8巻 2号まで 1冊 1,500 円，第 8巻 4号よ
り 1冊 2,000 円，第 12巻 1号より 1冊 2,500 円（いずれも消費税，送料別）で
お求めになれます．また，第29巻 1号以前の在庫につきましても事務局あ
て別途お問い合わせください．
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（株）IHI
（株）アヴィス
（株）アドイン研究所
（株）アトックス技術開発センター
育良精機（株）
イリソ電子工業（株）
（株）インフィテック
（株）インフォコーパス
（株）エイ・ダブリュ・ソフトウェア
（株）エクォス・リサーチ
（株）NTTデータ／技術開発本部
エフエクスシステムズ（株）
（株）オートネットワーク技術研究所
オリンパス（株）
川崎重工業（株）
キヤノン（株）
協栄産業（株）
（株）クリムゾンインタラクティブ・ジャパン
（株）ココロ
（株）小松製作所／開発本部
サイバネットシステム（株）
（株）ジェイテクト
（株）システムインフロンティア
（国研）新エネルギー・産業技術総合開発機構
新明和工業（株）
スキューズ（株）
（株）精好堂
セコム（株）／ IS 研究所
ソニー（株）
ソフトバンクモバイル（株）
（株）ソミック石川
（株）データベース
（株）ティービーアイ
（株）デンソーウェーブ
東急建設（株）
（株）東芝

戸田建設（株）
特許庁
トヨタ自動車（株）
（株）豊田自動織機／技術・開発本部
トヨタテクニカルディベロップメント（株）
ナブテスコ（株）／津工場
（株）ナレッジ
NiKKi Fron（株）
日東精工（株）
日本精工（株）
（社）日本ロボット工業会
パームス（株）
パナソニック（株）エコソリューションズ社
パナソニック（株）生産技術本部
ビー・エル・オートテック（株）
日立建機（株）
（株）日立製作所／テクノロジーイノベーション統括本部
平田機工（株）
ファナック（株）
（株）フォーラムエイト
（株）不二越
富士通（株）
富士ソフト（株）
（株）本田技術研究所／基礎技術研究センター
マクソンジャパン（株）
三井化学（株）
三菱重工業（株）
三菱電機（株）
（株）村田製作所
（株）明電舎
矢崎総業（株）
（株）安川電機
（株）リアルビズ
（株）リコー
（株）ロボット科学教育

一般社団法人　日本ロボット学会賛助会員（50 音順）

・賛助会員の皆様には学会活動へのご支援をいただきあ
りがとうございます．

・学会活動をご支援いただける賛助会員を募集していま
す．学会事務局へご一報ください．

● 入会に関するお問い合わせは…

 一般社団法人　日本ロボット学会　事務局
 〒 113-0033
 　東京都文京区本郷 2-19-7
 　ブルービルディング 2階
 TEL 03（3812）7594
 FAX 03（3812）4628
 e-mail : service@rsj.or.jp
 URL : http:// www.rsj.or.jp/
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お　　知　　ら　　せ

一般社団法人　日本ロボット学会　平成 26・27年度（2014・2015年度）役員
理　　事 会　長

＊髙西　淳夫（早稲田大学）
副会長
＊沢　　俊裕（安川電機）
＊吉見　　卓（芝浦工業大学）
庶務担当
　沢崎　直之（富士通研究所）
＊山本健次郎（日立製作所）
＊細田　祐司（日本ロボット学会）
財務担当
　井上　康之（安川電機）
＊奥田　晴久（三菱電機）
企画担当
　石田　勇一（不二越）
＊久保田哲也（川崎重工業）
学会誌担当
　王　　碩玉（高知工科大学）
＊橋本　浩一（東北大学）

一般社団法人　日本ロボット学会　代議員
任期：2015 年 3 月～ 2019 年 3 月　50 音順

相山　康道（筑波大学）
安藤　慎悟（安川電機）
安藤　　健（パナソニック）
一丸　勇二（安川電機）
岩田　浩康（早稲田大学）
牛見　宣博（九州産業大学）
梅田　和昇（中央大学）
江丸　貴紀（北海道大学）
遠藤　　玄（東京医科歯科大学）

大明　準治（東芝）
太田　祐介（千葉工業大学）
岡　　宏一（高知工科大学）
岡田　　聡（日立製作所）
加藤　　龍（横浜国立大学）
金岡　利知（富士通研究所）
木野　　仁（福岡工業大学）
栗栖　正充（東京電機大学）
姜　　　山（富士通研究所）

菅原　雄介（国士舘大学）
杉　　正夫（電気通信大学）
髙信　英明（工学院大学）
土橋　宏規（立命館大学）
中村　幸博（NTT）
原田　達也（東京大学大学院）
松下光次郎（岐阜大学）
松本　高斉（日立製作所）
毛利　哲也（岐阜大学）

一般社団法人　日本ロボット学会　代議員
任期：2013 年 3 月～ 2017 年 3 月　50 音順

市川　明彦（名城大学）
王　　碩玉（高知工科大学）
川田　浩彦（北陽電機）
川原　知洋（九州工業大学）
北野　　斉（パナソニック）
見持　圭一（三菱重工業）
小林英津子（東京大学）
榊　　泰輔（九州産業大学）
朱　　　赤（前橋工科大学）
辻　　俊明（埼玉大学）
中尾　　学（富士通研究所）

中臺　一博（ホンダ・リサーチ・イ
ンスティチュート・ジャ
パン）

中村　明生（東京電機大学）
浪花　智英（福井大学）
野田　哲男（三菱電機）
羽田　芳朗（富士通研究所）
日高　洋士（富士通研究所）
平井　宏明（大阪大学）
程島　竜一（埼玉大学）
堀　　俊夫（産業技術総合研究所）

前田　雄介（横浜国立大学）
松浦　大輔（東京工業大学）
松日楽信人（芝浦工業大学）
松本　　治（産業技術総合研究所）
三宅　徳久（千葉大学）
山崎　文敬（イクシスリサーチ）
山本健次郎（日立製作所）
山本　元司（九州大学）
吉見　　卓（芝浦工業大学）

欧文誌担当
　倉林　大輔（東京工業大学）
＊平田　泰久（東北大学）
事業担当
　小林英津子（東京大学）
＊和田　一義（首都大学東京）
学術講演会担当
　石川　　潤（東京電機大学）
＊妻木　勇一（山形大学）
国際担当
　平井　慎一（立命館大学）
＊岡田　昌史（東京工業大学）

監　　事
　平井　成興（千葉工業大学）
＊小平　紀生（三菱電機）

無印　2014 年 3 月より 2016 年総会時まで
＊印　2015 年 3 月より 2017 年総会時まで
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「飛行ロボット研究の最前線Ⅱ」
特集について

2 号連続企画である「飛行ロボット研究の最前線Ⅰ・Ⅱ」
では，近年その発展が目覚ましい飛行ロボットの分野に関
して，固定翼型や回転翼型など様々なタイプの研究開発例
や最新の実応用事例を紹介している．2 号めの本特集で
は，ここ数年で急速に普及しているドローンに関する解説
記事 1件と日本の無人航空機に関する展望記事 1件，多様
な分野で実用化されている飛行ロボットの応用事例 13 件
をご寄稿いただいた．特に，はじめの 10 件は 2006 年 11
月に発刊された本誌「空中ロボティクス」特集号でもご執
筆いただいた方々であり，その後 10 年での発展や現状な
どを中心にご紹介いただいた．飛行ロボットを取り巻く環
境は劇的な変化を遂げており，それに伴う新たな社会的問
題点も浮かび上がってきている．これまでの 10 年を振り
返りつつ今後のますますの発展を期待したい．
千葉大学の野波健蔵先生には，「回転翼系ロボティクス」

として近年のドローンのビジネス動向やその利活用，将来
の展望などについて述べていただいた．
富士重工業株式会社の細田慶喜氏には，「産業」という

視点から日本における無人航空機の歴史や国内外での民間
市場予測などを中心に今後の展望について述べていただい
た．
JAXA航空技術部門無人機技術研究グループの方々に

は，「災害監視無人機システム」や「放射線モニタリング
小型無人飛行機」などの開発・実証の取り組み，独自に策
定された無人機の安全基準などについてご紹介いただいた．
京都大学の中西弘明先生とヤマハ発動機株式会社の佐藤

彰氏には，無人ヘリコプタの推力を増加させるための「ス
タビレス化の実現」に向けて，スタビライザの機能や開発
に必要な項目についてご執筆いただいた．
有限会社 GEN CORPORATIONの柳澤源内氏には，こ

れまでに開発された同軸二重反転機構による有人ヘリコプ
タ「GEN H-4」の無人化に向けた取り組みについてご紹
介いただいた．
産業技術総合研究所の森川泰氏には，「UAS（Unmanned 

Aerial System）」やそれを実装した無人ヘリコプタに関し
て，この 10 年間の歩みや今後の研究開発についてご執筆
いただいた．
北海道大学の野口伸先生には，近年期待が高まっている

「ICT（Information and Communication Technology）農
業」に関して，ドローンを利用したリモートセンシングに
ついてご紹介いただいた．
日本電気株式会社の和田昭久氏らには，東日本大震災な

どの広域災害において必要な情報をいち早く伝送するため
の「災害に強いワイヤレスネットワーク」の研究開発とし
て，無人航空機に搭載可能な小型・軽量のマルチホップ無
線中継システムをご紹介いただいた．
フジ・インバック株式会社の箱島秀昭氏と植村慎司氏に
は，固定翼型の「全自動小型無人機」の開発とその運用に
ついて，森林観測や火山観測などの実証試験を中心にご紹
介いただいた．
北海道大学の小野里雅彦先生には，広域災害などの被災

地における情報の収集・配信・中継機能を提供する災害用
係留型情報気球「InroBalloon」についてご紹介いただいた．
ヤマハ発動機株式会社の佐藤彰氏には，「産業用無人ヘ

リコプタ」に関して，農薬散布や観測・計測などの実用例
をご紹介いただき，航空法を含めた今後の展望について述
べていただいた．
株式会社日立製作所の谷村和彦氏や株式会社エンルート
の伊豆智幸氏らには，災害現場における初動調査および情
報収集を実現するシステムとして，機動性の高い無人飛行
ロボットと地上からの無人車両移動ロボットによる「災害
調査用地上／空中複合型ロボットシステム」に関してご紹
介いただいた．
東北大学の岡田佳都先生には，飛行ロボットによる災

害・インフラ調査の実応用例として，「受動回転球殻を有す
るマルチコプタ」の構造や特徴およびそれを用いた橋梁の
模擬点検事例とその第三者評価についてご執筆いただいた．
筑波大学の延原肇先生には，UAV（Unmanned Aerial 
Vehicle）の農業分野への実応用例として，いかによい種
（品種）を作るかという「育種」過程での活用について，
UAVの利用方法や期待されていることを中心にご紹介い
ただいた．
中村クリエイトエンジニアリングの中村幹男氏やインダ
ストリーネットワーク株式会社の大橋俊夫氏らには，現在
主流のモータではなくエンジンを用いた「エンジンドロー
ン」についてご紹介いただき，今後の可能性や課題につい
て述べていただいた．
最後に，ご多忙中にもかかわらず執筆をご快諾いただい
た著者の皆様に心より感謝申し上げます．また，2号連続
となる本特集をご承諾いただいた編集委員会の皆様やご支
援いただいた学会事務局の皆様，企画発案のきっかけを与
えて下さった岩田拡也氏（「空中ロボティクス」編集者）
に感謝申し上げます．
（藤川太郎　東京電機大学，大竹　博　九州工業大学）
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編集後記

初めて表紙を描かせていただきました．イラストレータ
ーのなばです．
大学では 6年間ロボットを作っていまして，今もコンピ

ュータグラフィックスという空想を形にする仕事をしてお
ります．
私が進路を決めた時点では，実用的なロボットなんてま

だまだ空想の域を出ないなぁと思っていたのですが，昨今
のドローン技術などを見ると，意外と早くロボットは生活
に入ってくるのかもしれません．
テレビ映像では当たり前のようにドローンが使われ，表

紙で描かせていただいたドローンによる配達も特区が設け
られ実験が行われるのだとか．未来が近づいているようで
ワクワクしますね．
表紙では，当たり前に存在する飛行ロボットというテー

マで描かせていただきました．
いまはまだ日常の中に入って来ても物珍しさで話題にな

るロボットですが，それが生活の一部として入ってくる日
を心待ちにしたいと思います．

（なば＜ twitter.com/naba__ ＞）

子どものころ，近くの田んぼや河川敷でラジコンの飛行
機が飛んでいるのをよく目にしました．最近ではあまり見
られなくなった光景ではないでしょうか．飛行ロボットの
近年の急速な発展・普及は，それを受け入れるための準備
が十分に整っていなかった社会と我々研究者たちに対して
大きな問題提起となりました．この特集を組むにあたり，
そのバランスの重要さに改めて気づかされています．
「飛行ロボット研究の最前線」の 2号めでは，実応用事
例として災害現場などでの観測や情報支援，農業など様々
な分野で活用されている飛行ロボットをご紹介しました．
すでにビジネスとして活用されているものや実用化に向け
て日々開発が進んでいるものなど，この 10 年での発展は
非常に目覚ましいものがあります．特に，地上と空からの
連携により課題解決するという事例が増えてきていると感
じます．陸・海・空それぞれの分野のロボットが必要に応
じて補い合い，協調作業を行っているという未来もそう遠
くはない気がします．そのカギとなるのは，やはり「空」

なのかもしれません．
大人が飛ばすラジコン飛行機やヘリコプタを羨望のまな
ざしで眺める子ども達．あの景色が今後どのように変わっ
ていくのか，飛行ロボット開発に携わる一研究者としてじ
っくりと見つめていきたいと思います．
最後に，表紙についてです．10 年ぶりの飛行ロボット

特集を 2号連続で企画するということで，1号めの表紙は
2006 年の「空中ロボティクス」特集号と同様に園山氏に
描いていただきました．続く 2号めでは，「その 10 年後」
という意味も込めて，2006 年のちょうどその年に大学に
入学してロボット工学を学び，今はイラストレーターとし
てご活躍のなば氏に描いていただきました（飛行ではなく
小型「歩行」ロボットがご専門でしたが）．大変素晴らし
い表紙で本誌を飾っていただきありがとうございました．
この場をお借りして園山氏となば氏に感謝申し上げます．
（藤川太郎　東京電機大学，大竹　博　九州工業大学）


